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１． はじめに  

国土交通省では，新たな「情報化施工推進戦略」において，平成 25 年度からの５年間のスケジュールで５つの重

点目標を設定し，情報通信技術（ICT）を利用した情報化施工の推進に取り組んでいる． 

筆者らは，i-Construction の取り組みの１つである ICT 土工に関して，多点観測技術等により得られた３次元デー

タを用いた土量把握等の工事進捗マネジメント手法について調査・整理すると共に，本手法を用いた現場試行案の

立案と現地調査による効果の確認を行った． 

２． 目的  

調査対象現場では，掘削，運搬，盛土の作業サイ

クルを現場内のみで実施していることから，本サイ

クルを一連のサプライチェーンと仮定し，現状のボ

トルネックの抽出と ICT 建機を用いた改善とサイ

クルタイムの改善を行う事を目的とした． 

３． 従来施工の実態調査  

試行現場のサイクルタイムの調査を行い，現場工

程や作業体制，作業能力を調査した．調査の結果，

本現場では，掘削，運搬，盛土の作業分類に大別で

きそれぞれ1名のオペレータにより作業が進められ

ていた（図－１）．図－２に示す 1 時間当たりのサ

イクルタイムで確認すると，バックホウおよびブル

ドーザ（敷均し・締固め）ともに 10 分以上の待ち

時間を有していたが，クローラダンプは休み無く積

込み場所とダンプ場所を往復している状況であっ

た．また，同時期の日当たり施工量を施工履歴より

算出した結果（図－４上段参照），掘削，敷均し共

に，日当たり 300～400m3 程度の施工量となってい

た． 

４． 調査結果を踏まえた生産性向上の検討  

短期調査の結果を踏まえ，施工者とサイクルタイ

ムの改善に向けた検討会を実施した．図－３に示し

た短期調査のバックホウによる内訳から，床付けの

作業（掘削面を整形する）で約 10 分を費やしてお

り，この作業はＭＣバックホウの導入により削減可

能と考えられる．さらに，バックホウには 10 分程
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度の待ち時間が発生していることから，合わせて

20 分を作業時間増として検討した．検討の結果，

現状の作業に対して，MC バックホウの導入にあわ

せた施工全体の体制変更案として，10t ダンプを追

加した場合と 6t ダンプを追加した場合が候補とし

て検討され，時間当たりの掘削量の増加には 6t ダ

ンプの追加が妥当と判断された．また，敷均し作業

は、当初より MC ブルドーザーを用いていることか

ら，日当り施工量の増加にも十分対応できると判断

した． 

５． 改善後の状況と今後の課題  

図－４に，施工履歴データから日当たりの施工数

量を記録可能なシステムで取得した改善検討後の

施工量の推移を示す．改善前に比べておよそ 3 割の

施工量増加に繋がっている． 

本工事では，施工履歴から日当たりの施工量が自

動取得されているシステムを利用した．システムか

ら数量が得られる効果としては，工程の確認として

も期待できる．また，本業務における聞き取り調査

より，全体サイクルの最適化検討に向けては，短期

調査に見られるように作業のさらに詳細（作業別の

時間）の情報を取得できれば，ロスタイムの削減や，

サイクルタイムの見直しに繋げられることが分か

った．この他検討段階においては，6t ダンプあるい

は 10tダンプを導入した際の運搬費や日当たり経費

と連動したシミュレーションがあればもっと判断

しやすいとの意見があった． 

６． おわりに  

今回の現場においては，施工履歴による日々の施

工数量の可視化（3 次元地形の変化）が容易にでき

る技術の導入がきっかけとなり，更なる改善への意

識付けが行われている．ICT の導入により，単に高

価な機械を導入するだけでなく，全体としての運用

方法の見直しが重要であることが改めて確認でき

た．今後は，計画段階でのシミュレーションと工程

管理，現場での改善を組み合わせることで，より大

きな効果を得られることに着目した効果検証を進

めていきたい． 
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図‐４ 改善検討後の施工量の推移 
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ＭＣバックホウ利用で、床付けと待ち時間を掘削に充てら
れると想定
➡1時間あたり、約20分の掘削作業増
（こぼしの整理との時間割合から14分が掘削土量増加分）
➡1時間あたりダンプ台数にして5台分増
➡運搬機械の増加が必要（6tダンプを追加）

図‐３ サイクルタイム改善に向けた検討内容 
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